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 放電現象は、基礎、応用の興味から永年研究

されているが、高気圧中の放電がしばしば突然、

複雑な経路を通って生成するメカニズムはま

だ十分明らかではない。 
	
 著者らは、放電の解析に「系の性質を決める、

中心的な役割をするもののつながりが系全体

に広がっているかどうかが、系の特徴を決め

る」ことを指導原理とするパーコレーションモ

デルを導入した。そして、放電媒質をセルに分

け、各々の状態は、絶縁体の中性気体か、電導

体のプラズマのいずれかであるとするモデル

を開発した。セルは電気回路をなすと考え、媒

質中に確率的に生成した導体領域によって電

極間が接続されることで放電が起こるとした。

このような考えによるシミュレーションを行

ったこところ、放電の性質を再現できた[1]。 
	
 今回は、計算結果と具体的な実験の結果との

比較を行なうことを目指し、モデルにおいて空

間の静電容量を考慮し、セルがCR直列回路をな
すようにすることと、電離、再結合のダイナミ

クスを取り入れる改良を行なった。 
 

 

	
 媒質ガスとしてはSF6を想定し、電界に対して

電離レートは比例し、付着レートは反比例する

依存性を持ち、両者は印加電界360Tdで等しく
なるとして、電離領域の生成、消滅の確率の評

価を行なった。 
	
 例を(図1)に示すように、計算は、実験的に観
察される放電の進展を再現することが分かっ

た [2]。計算を多数回繰り返して結果を統計的
に分析すると、放電の発生する印加電界にはし

きい値があり、高電界からしきい値に向けて電

界を低下させると、放電開始までの遅れ時間が

増加し、ばらつきも増える傾向を示すことが分

かった。 
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(図1) 10cm間隔の平行
平板電極間にSF6を満

たし、330kVの電圧を
印加したと想定して行

なった計算の結果で、

前駆現象のあとステッ

プドリーダーが急速に

進展して短絡する様子

を示す。 
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